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　ヒトのからだのしくみについて、次の各問いに答えよ。

★★★★ （1）　

★ （2）　筋肉と骨の結合部分を何というか。

★★★ （3）　図1の腕の曲げた状態から腕をのばすと、筋肉Ａ、筋肉Ｂはそれぞれどうなるかを答えよ。

★★★ （4）　図2はヒトの目を模式的に示したものである。図中のク・ケ・シの名称を答えよ。

★★★★ （5）　図2のコの神経について正しく述べているものをa～ｄの中から1つ選び、記号で答えよ。

　　　a　中枢神経の運動神経である。

　　　b　末しょう神経の運動神経である。

　　　ｃ　中枢神経の感覚神経である。

　　　ｄ　末しょう神経の感覚神経である。

★★★ （6）　図2のキ～シの中で、光の刺激を受け取る細胞があるものを選び、記号で答えよ。

★★★★ （7）　

★★★ （8）　

音　→　（　①　）　→　（　②　）　→　（　③　）　→　聴神経　→　脳

ア　①　うずまき管　　　②　鼓膜　　　　③　耳小骨

イ　①　鼓膜　　　　　　　②　耳小骨　　③　うずまき管

ウ　①　耳小骨　　　　　②　鼓膜　　　　③　うずまき管

エ　①　鼓膜　　　　　　②　うずまき管　　　　③　耳小骨

★★★★ （9）　耳は音の刺激だけでなく、他の刺激も受け取ってるがその刺激は何か答えよ。

図1は、腕の曲げたりのばしたりするときにはたらく筋肉と骨格を描いたものである。筋肉Ａ、筋肉Ｂの
先端は図中のア～カのどこについているか。それぞれの記号で答えよ。

図2のケは観察実験で使う顕微鏡の「ある部分」と同じはたらきをしている。顕微鏡の「ある部分」とは
何か、名称を答え、さらに、図2のケと顕微鏡の「ある部分」に共通するはたらきを答えよ。

図3は、音の刺激の伝わり方を示している。図中の①～③にあてはまるつくりや器官の組み合わせが正
しいものはどれですか。
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3.行動のしくみ

単元2 動物の生活と生物の進化
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[実験1]

（b）　Ａは、ライトのスイッチとストップウォッチのスイッチを同時に押す。

[実験2]

結果

★★★ （1）　

★★★★ （2）　

　　　ア　ライトが光ると目が刺激を受け取り、刺激は信号に変えられる。

　　　イ　信号が運動神経を通る。

　　　ウ　信号が感覚神経を通る。

　　　エ　信号が指を動かす筋肉に伝わる。

　　　オ　信号が脳に伝わり、脳はライトが光ったと認識する。

　　　カ　脳が「ライトのスイッチを押せ」という信号を出す。

　　　キ　指がライトのスイッチを押す。

★★ （3）　脳とせきずいからできている神経系を何というか

★★★★★ （4）　

★★★★ （5）　実験2の結果の（　　　）に入る数字として最も適当なものを、次のア～エから1つ選べ。

　　ア　0.21　　　　イ　0.22　　　　ウ　0.23　　　　エ　0.24

（a）　Ａ～Ｈの8人が、図Ⅱのようないすに座り、それぞれ矢印の向
きにライトを向ける。

（c）　Ｂは、Ａのライトが光ったらすぐにライトのスイッチを押す。Ｃ
は、Ｂのライトが光ったらすぐにライトのスイッチを押す。同様にＤ、
Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈまで順に続ける。

（d）　Ａは、Ｈのライトが光ったらすぐにストップウォッチのスイッチを
押し、時間を測定する。十分に練習した後、5回測定した結果を表に
まとめた。

実験1について、Ｈの代わりに鏡を設置し、鏡にうつったＧのライトがＡから見えるように角度を調節し
た。Ａ～Ｇは実験と同様の操作を行い、Ａは鏡にうつるＧのライトが光ったらすぐにストップウォッチのス
イッチを押す。このとき測定時間は何秒短くなると考えれるか、表の測定　時間の平均を利用して求め
なさい。ただし、反応にかかる時間に個人差はなく、ライトのスイッチを押す動作とストップウォッチのス
イッチを押す動作にかかる時間は同じとする

目の中で、ひとみの大きさを変えて光の量を調節する部分を何というか、書きなさい。また、目の中で、
レンズを通った光が像をつくる部分を何というか、書きなさい。

次のア～キは、実験1で光の刺激を受け取ってからライトのスイッチを押すまでのしくみについて説明し
たものである。アを最初とし、キを最後として、イ～カが正しい順になるように並べかえて、記号を書き
なさい。

先生は、右手でストップウォッチをスタートさせると同時に、左手でＡさんの右手をにぎる。右手をにぎ
られたＡさんは、すぐに左手でＢさんの右手をにぎる。先生はスタートさせたストップウォッチをすばや
く、みやこさんに渡す。右手をにぎられたらすぐに、左手でとなりの人の右手をにぎるという動作を、
次々に続けていく。最後のみやこさんは、Ｃさんから右手をにぎられたらすぐに、ストップウォッチをス
タートさせてから止めるまでを1回とし、これを10回繰り返して行う。

　10回の時間を計測したとき、1回の平均時間は3.45秒だった。この1回の平均時間をもとに、右手をに
ぎられるという刺激を受けてから左手でにぎるという反応をするまでの生徒1人あたりにかかった時間
を求めると、（　　　　）秒だった。

　刺激に対する反応について調べるために、実験1と実験2をおこ
なった。実験を読み、後の問いに答えなさい。図1のようなライトを
使って次の実験を行った。図1は、Ａ～Ｈの8人が実験を行っている
ところを上から見た模式図である。また、図2は先生と15人の生徒が
輪になり手をつないだ様子である。

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目
時間　(秒） 1.66 1.71 1.64 1.69 1.70
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★★★ （6）　

ア　手の筋肉→感覚神経→せきずい→運動神経→手の皮ふ

イ　手の皮ふ→感覚神経→せきずい→運動神経→手の筋肉

ウ　手の筋肉→感覚神経→せきずい→脳→せきずい→運動神経→手の皮ふ

エ　手の皮ふ→感覚神経→せきずい→脳→せきずい→運動神経→手の筋肉

★★★ （7）　

    ア　口の中に食物が入ったので、だ液が出た。

　　イ　文字を書き間違えたので、消しゴムで消した。

　　ウ　友達に呼びかけられたので、ふり返った。

　　エ　ボールが飛んできたので、とろうとジャンプした。

みやこさんが、実験において右手をにぎられるという刺激を受けてからストップウォッチを止めるまで
の、信号（刺激と命令）が伝わる経路を表したものとして、最も適当なものを、次のア～エから1つ選べ。

刺激に対するヒトの反応について、みやこさんが調べてみると、実験での反応とは別に、熱いものに手
がふれるととっさに手を引っ込めるなどの反応があることがわかった。
このような、意識とは関係なく起こる反応を何というか、漢字2字で書け。また、この意識とは関係なく起
こる反応の例として、最も適当なものを、次のア～エから1つ選べ。

小計
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https://iidrill.com/

